
１　五類定点疾患週報情報　

※１　過去５年間の同時期平均（定点当り）

※２　鳥インフルエンザを除く。　　※３　オウム病を除く。

注）　原則として，警報は県内いずれかの保健所管内で警報開始基準以上となった場合に発令し，すべての管内で警報継続基準未満となった場合に解除します。

【急増減疾患（前週比２倍以上増減）】

２　一類・二類・三類・四類感染症及び全数把握五類感染症発生状況

注）　西部 … 大竹市，廿日市市，安芸高田市，安芸郡，山県郡，江田島市 　　　　　  　西部東 … 竹原市，東広島市，豊田郡
　　　東部 … 三原市，尾道市，世羅郡，府中市，神石郡                                           北部 … 三次市，庄原市

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1

五類全数 アメーバ赤痢 1 1

1

レジオネラ症 2 1 1

日本紅斑熱 1

19.50 27.25 18.00 9.91警報発令中
（H24.12.6発令）

27.20 45.83 10.11感染性胃腸炎 20 12 －

2後天性免疫不全症候群 2

4

三　類

四　類 2 2つつが虫病

5

一　類

4

0 発生なし

二　類 10 結核

0

疾   　患　   名

4

21

【警報・注意報発令状況】
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急増減

平成２４年第５０週(１２月１０日～１２月１６日)

発生記号（前週と比較）

１ ： ２ 以上の増減
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 ● 急増疾患　　インフルエンザ （ 94件→197件 ）
     インフルエンザの患者報告数が定点当たり１．７１となり，流行の目安としている１．０を上回りました。

  ●　感染性胃腸炎については，現在，警報発令中ですが，第５０週の広島県全体の患者報告数は，定点当たり
　　２２．５４となり，平成１１年の調査開始以降，過去最高となりました。


